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＜タイトル＞

イチゴのパック詰めロボットを開発

－ 軟弱な果実を傷つけずにハンドリング －

＜当該研究成果のポイント＞

イチゴのパック詰め作業は、長時間作業による重い労働負担が問題である

ことに加え、その能率の低さがボトルネックとなって選果施設の処理能力が

制限され、生産者が収穫物を全量出荷できない状況が生じることがある。こ

れを改善するため、選果ラインに組み込むパック詰めロボットを開発した。

開発したロボットは1回に最大6個のイチゴを傷つけることなく同時にパッ

ク詰めでき、人手作業よりも1トレイあたりの作業時間を40％程度短縮でき

る。

＜期待される効果・今後の展開など＞

本装置により選果施設の処理能力が十分発揮されるとともに、イチゴ生産

者がパック詰め作業の重労働から解放され、よりきめ細かい栽培管理や規模

拡大が可能となることを期待。

平成27年4月から市販化されており、今後５年間で90台の販売を目標とし

ている。
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イチゴのパック詰めを自動化
－軟弱な果実を傷つけずにハンドリング－

イチゴパック詰めロボットは人手作業より
40%程度効率よく作業できる

果実
サイズ
（入数）

ロボット
処理時間
（s/トレイ）

人力
処理時間
（s/トレイ)

処理時間
ロボット
/人力比

Ｌ
(24)

45.3 76.6 0.59

Ｍ
(30)

58.6 95.8 0.61

イチゴパック詰めロボットの構成要素と選果ラインへの組み込み例


